
*1)『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』では，認知とは「感覚を通して得られる情報を基にして行わ
れる情報処理の過程」であると述べられている。

*2）「アセスメントシート」の考え方等については，当教育センター「研究紀要第116号」に掲載している。
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特別な教育的ニーズのある児童生徒に対する
「アセスメントシート」の活用の在り方

特別な教育的ニーズのある児童生徒が示す

学習上の困難は，認知 *1の特性による場合が

少なくないため，一人一人の認知の特性を踏

まえて，指導・支援を工夫することが大切で

ある。

児童生徒の認知の特性を把握する方法とし

て，ＷＩＳＣ－Ⅳ知能検査等の心理検査があ

る。しかし，実施に当たっては，保護者の了

解や検査に関する教師の知識と技術が必要で

あることから，心理検査の十分な活用が難し

い現状がある。そのため，小・中学校におい

ては，指導・支援を工夫するために，日頃の

学習の様子から，児童生徒の認知の特性を見

立てることが大切になる。

そこで本稿では，当教育センターが提案し

ている，通常の学級に在籍する児童生徒に対

するアセスメントの方法である｢アセスメン

トシート」*2の活用の在り方について述べる。

１ 認知の特性と学習上の困難との相関

特別な教育的ニーズのある児童生徒の認

知の特性のうち，小・中学校の教師が把握

したいものとしては，「聴覚的な認知」や

「視覚的な認知」，「記憶」，「注意」などが

考えられる。これらの認知の特性による学

習上の困難の例を次に示す。

【聴覚的な認知】

音の聞き間違いがあったり，言葉の内容

や意味の理解が苦手だったりする場合，聴

覚的な認知に弱さがあると考えられる。な

お，聴覚的な認知には，聴覚的情報を音と

して捉える入力の段階でつまずいている場

合や，入力された音を意味のある言葉とし

て捉える段階でつまずいている場合がある

と考えられる。

【視覚的な認知】

音読がたどたどしかったり，漢字や図形

を正しくかくことができなかったりする場

合，視覚的な認知に弱さがあると考えられ

る。なお，視覚的な認知には，視覚的情報

を捉える入力の段階でつまずいている場合

や，入力された情報を意味のある形や絵と

して捉える段階でつまずいている場合があ

ると考えられる。

【記憶】

聞き返しが多かったり，黒板を何度も見

ながら書き写したりする場合，聴覚的・視

覚的情報の一時的な記憶（短期記憶）につ

まずきがあったり，知識・語彙が少なかっ

たり，記憶していることを想起すること（長

期記憶）につまずきがあったりすると考え

られる。

【注意】

個別に言われると聞き取れるが，集団場

面では聞き取れなかったり，最後まで，課

題に取り組むことが難しかったりする場

合，必要な情報に注意を向けたり，注意を

持続したりすることにつまずきがあると考

えられる。
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なお，学習上のつまずきは，認知の特性

のほか，児童生徒の意欲や興味・関心，教

師との関係性，学習環境などの影響も大き

いことに留意する必要がある。

２ 「アセスメントシート」の概要

「アセスメントシート」は，表計算ソフ

トで作られており，目的のシートを開きや

すいように，各シート間にリンクが設定さ

れている。シートの主な構成は表１のよう

になっている。

表１ 「アセスメントシート」の主な構成

３ 「アセスメントシート」の活用の実際

「アセスメントシート」を活用したアセ

スメントの基本的な進め方について，小学

校４年生男子（Ａ児）の事例を基に述べる。

(1) 児童のつまずきの把握

Ａ児は，明るい性格で，休み時間は，

仲の良い友達と元気よく屋外で遊んでい

ることが多い。しかし，学級担任は，次

のような様子が気になった。

・ノートに文字を書きたがらない。

・平仮名だけで文章を書くことが多い。

・宿題や提出物の忘れ物が多い。

・文房具やプリントなど，物をよくなくす。

シート名 内容・特徴

ＴＯＰ ・各シートへのリンク

アセスメントの ・アセスメントの基本的

段階的な考え方 な考え方や配慮事項

情報の処理過程 ・「アセスメントシート」

の考え方 における認知の特性

チェックシート ・つまずきの項目につい

（図２） ての入力

見立てシート ・得意，不得意を示すＡ，

（図３,４,５） Ｂ,Ｃの三種類のグラフ

手立てシート ・検討した手立てを記入

記録シート ・指導の経過等を記入

アセスメントの ・チェックシート以外の

観点例 アセスメントの観点例

指導・支援例 ・つまずきの解説や認知

①②（参考資料） の特性を踏まえた指

（図６，７） 導・支援の例

特に，ノートに文字を書こうとしないこ

とが気になり，Ａ児

の書いたノートやテ

ストを改めて確認し

たところ，漢字の書

き誤りの特徴に気付

いた（図１）。

(2) つまずきの項目のチェック

チェックシートでは，Ａ児の学習の様子

の観察を基に，つまずきの35項目について，

「よくある」，「時々ある」，「ほとんどな

い」の３段階でチェックした（図２）。

このチェックシートの結果を基に，見立

てシートのグラフが自動作成される。

(3) 得意な領域と不得意な領域の把握

見立てシートのグラフＡは，「聞く」，｢話

す｣，「読む」，「書く」，「計算する」，「推

論する」，「器用さ」の領域について，得

意，不得意を示している。

Ａ児の場合，高い数値である「話す」こ

とは得意であり，低い数値である「書く」

ことは不得意であると考えられた（図３）。

なお，全ての領域において低い値を示す

児童生徒の場合は，授業だけではなく，学

校生活全般において，多くの指導・支援を

要すると考えられることから，個に応じた

課題に取り組ませるなど，より個別的な指

導・支援の工夫を検討する必要がある。

図１ Ａ児の漢字の特徴

図２ チェックシート（一部抜粋）

該当するチェック
ボタンをクリック
する。

図３ 見立てシートのグラフＡ

先
生

｢話す｣ことは得意

｢書く｣ことは不得意

式
目
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(4) 認知の特性の見立て

見立てシートのグラフＢ（図４）では，

「アセスメントシート」の認知の考え方に

基づいた，情報処理の過程の各段階におけ

る認知機能（表２）の強さと弱さが示され

る。

グラフＢでは，学習に必要な情報の入力

段階につまずきがないか確認することから

始める。しかし，認知機能を入力段階と情

報の処理段階とに明確に分けることが難し

い場合もあることから，それらを合わせて

「聴覚的な認知」（聴覚的な入力と言語理

解）と「視覚的な認知」（視覚的な入力と

視覚・空間認知）として捉えて，表してい

るグラフＣ（図５）

も参考にする。

Ａ児の場合，「視

覚的な入力」や「視

覚・空間認知」，

「記憶」，「協応運

動」などに弱さが

あり（図４），「聴

覚的な認知」の方

段 階 認知機能

入力段階
「聴覚的な入力」
「視覚的な入力」
「言語理解」

情報の処理段階 「視覚・空間認知」
「記憶」

出力段階
「言語表現」
「協応運動」

過程全体
「注意」
「実行機能」

表２ 各段階における認知機能

図４ 見立てシートのグラフＢ

図５ 見立てシートのグラフＣ

「視覚的な入力｣など

に弱さがある。

聴覚的な認知

の方が強い。

が強く，「視覚的な認知」の方が弱いと見

立てられた（図５）。

(5) 見立てに基づく情報収集

Ａ児は「書く」ことが不得意であり，そ

の要因として「視覚的な入力」など「視覚

的な認知」に弱さがあると見立てられるこ

とから，次のような観点で，更なる情報収

集を行う。

(6) 情報の整理

「アセスメントシート」の結果や，不得

意な「書くこと」に関して収集した情報を

整理する。その際，「アセスメントシート」

に参考資料として載せている，つまずきの

要因について解説したシート（図６）を参

【板書を書き写すときの様子】

・ 何度も黒板を確認するなど，記憶につ

まずきがないか把握する。

・ 文節ごとに書くなど，意味のある単語

として言語的，聴覚的に捉えているのか，

一文字ずつ書くなど，記号的・視覚的に

捉えているのか把握する。

【文字を書くときの様子】

・ 書く文字をすぐに思い出すことができ

ているか把握する。

・ 文字の大きさや，丁寧に書いているか

把握する。

【平仮名の間違いの傾向】

・ ｢わ｣と｢ね｣などの似た形の文字を書き

間違えたり，鏡文字になったりするなど，

視覚的な認知のつまずきがないか把握す

る。

【漢字の間違いの傾向】

・ 似たような形の漢字（石と右，父と交）

を書くなど，視覚的な認知のつまずきが

ないか把握する。

・ 同じ音の漢字（勉強と便強，自分と寺

分）を書くなど，音や意味理解のつまず

きがないか把握する。

【読むときの様子】

・ 行末から次の行頭に，視線をスムーズ

に動かすことができるか把握する。

・ 黙読ができるか，声に出しながら読ん

でいるか把握する。

・ 文章を読んだ後，どのような内容が書

いてあったか答えさせて，内容の理解と

記憶について把握する。

【学習態度】

・ 興味・関心をもつ活動や集中できる活

動，時間を把握する。
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考にするとよい。また，多角的な視点で児

童生徒のつまずきを理解することが，より

的確なアセスメントにつながることから，

関係する複数の教師が，情報を交換しなが

ら検討することも大切である。

Ａ児のつまずきの要因である認知の特性

については，次のように見立てた。

(7) 指導・支援の手立ての検討

見立てた児童生徒の認知の特性を踏まえ

て，指導・支援の方針や手立てについて検

討する際も，豊富なアイデアが出るように

複数の教師で検討するとよい。そのとき，

「アセスメントシート」に載せている，指

導・支援例シート（図７）や総合教育セン

ターのＷｅｂページ，特別支援教育研修課

の指導資料などが参考になる。

ア 視覚的な情報を入力し，形を捉え理解す

るなどの視覚的な認知につまずきがある。

イ 漢字など，複雑な形を正しく思い出すこ

とが苦手である。

ウ 漢字を読むことはできるが，意味が分か

らないなど，語彙や知識が少ない。

エ 苦手意識から，学習に対する意欲をなく

している。

オ 20分以上，集中して学習に取り組むこと

が難しい。

図６ つまずきを解説したシート(一部抜粋)

図７ 指導・支援例シート（一部抜粋）

Ａ児に対しては，見立てた認知の特性を

踏まえ，「視覚的な入力」への負担を減ら

すとともに，得意な「聴覚的な認知」や，

その他いろいろな感覚を活用できるように

した。また，意欲的に取り組めるように，

課題の内容や時間などにも配慮した。

実際の指導・支援のうち，漢字の指導に

関する手立ては，次のとおりである。

以上，「アセスメントシート」の活用の在

り方について，事例を通して述べてきた。

認知の特性を把握することは難しいが，複

数の教師が連携しながら，児童生徒の困難を

理解しようとすることから始めたい。

① 書かれている漢
字の読みを書く。

※ 別途，手本を必要としないため，
机上が整理でき，集中しやすい効
果もある。

② 書かれている読み
の漢字を，できるだ
け，上を見ないで，
思い出しながら書く｡

（難しいときは，見て
もよいことにする｡)

図８ 漢字練習ワークシート
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ア 一斉指導における指導・支援

・ 板書の内容を精選し，注目すべき箇所を示

す。

・ 板書やプリントの文字の大きさやフォント

を見やすいものにする。

・ 板書の内容を印刷したものを渡す。

イ 個別的な指導における指導・支援

・ 筆順を唱えながら書かせたり，空書きや指

書きをさせたりするなど，聴覚や触覚などの

多様な感覚を活用して書かせる。

・ 形式的な繰り返しの漢字練習にならないよ

うに，短時間で集中して，漢字を思い出しな

がら書くことを目的としたワークシート（図

８）を準備する。なお，練習する漢字は，Ａ

児が自信をもって取り組むことができる２年

生の漢字から始める。


